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ロジ研 年間統一テーマ ～ 和衷共済 ～ 

◇『令和４年度 ロジ研表彰受賞者を祝う会』 

副本部長・企画副委員長 半田 一惠 

〔中央支部 ㈱入船物流システム〕 
令和４年度ロジスティクス研究会・納涼会を８月２日に開催。

この会は会員の中から関東運輸局陸運関係功労者表彰受賞者・
東京運輸支局陸運関係功労者表彰受賞者の皆様をお祝いする
意義も込められています。ここ数年はコロナ禍の影響で納涼会
もできず、久しぶりの開催となりました。田中本部長があいさ
つの時に言っていましたが「自分の受賞の時は、お祝いが送ら
れてきただけ」と寂しかった思いの丈を「吐露？・愚痴？」っ
ているくらいでした。それだけこの会が皆様の中に浸透してい
るのだと感じました。私も久しぶりにお会いした方々がいて、
自分の中に妙な緊張感を感じてしまいましたが、５分とかから
ずいつものロジ研の雰囲気に溶けこめました。Web では参加し
ていたのですが人感覚に触れる事の大切さを改めて実感して

います。やはりこう
いう会もそうですが、
人と人との触れ合い
の中で切磋琢磨して
いかないと、良い意
見やアイデアは生ま
れてこないなと思い
ます。ある人が言っ
ていました、「今は未
曾有の危機だ」「想定

を超えた、ありえない時代だ」と、その通りだと思います。我々
の業界も企業努力だけでは賄えない状況に陥ってきています。
「もっと業界を挙げて問題点に取り組むべきだ」と誰もが思っ
ているでしょう。「でも、何をどうすれば？・どうしたらいい
か！」そういう事をもっともっと真剣に考え議論する必要があ
るなと思います。キャラではないので私の私見はこのぐらいに
しますが、でも、ロジ研のパワーを知っているだけにどう活か
していくか、これから共に摸索し考え協力していきたいと思い
ます。 
改めて受賞者の皆様、大変おめでとうございます。身近な

方々が受賞されたこと、本当に嬉しく思います。また、来年も
多くの会員の皆様が受賞され、この納涼会がコロナ禍に負けず
開催されること切に願います。 
 

 

◇『ロジ研の皆様』 

副本部長・企画副委員長 野山 貴裕 

〔足立支部 ㈱三急運輸〕 

本年度より、ロジスティクス研究会

に入会させて頂きました、足立支部の

野山と申します。諸先輩方には青年部

所属の頃からお世話になっておりまし

た。まだ青年部にも所属しており、フ

ェスタ委員会も含め、そろそろ四谷三

丁目駅までの定期を買おうか迷ってお

ります。四谷の本部に来させてもらっ

て何年か経ちますが、やはり色々な方とお会いして、知識や

人脈が広がり、社業にも活かせることが、何よりも感謝して

おります。私の経験を足立支部の若い方にも話し、これから

も本部各位セミナーなどへの参加を、増やせていければと、

思っております。 

入会初年度から企画副委員長という名に恥じないよう、めい
いっぱい弾けて怒られようと思っておりますので、どうか皆様
優しく怒るよう宜しくお願い致します。 
 
 

◇『ロジ研の皆様へ』 

（一社）東京都トラック協会 

 常務理事 齋藤 康 
 この度、常務理事を拝命いたしまし
た齋藤でございます。業務部担当とし
て、教育研修（ロジスティクス研究会、
青年部、女性部他）・輸送(部会)グルー
プ、交通・環境グループが担当の範囲
となりますのでよろしくお願いいた

します。また、「ひびき」の執筆依頼を頂戴し大変光栄に存じま
す。 
昔の話で恐縮ですが、７年前まで教育研修部長として約１２

年間直接ロジ研を担当させていただいておりました。少し立場
は変わりますが、また皆様と関われることを大変嬉しく思って
おります。 
思い起こせばロジ研を担当して直ぐに、当時の竹内政司本部

長に政策提言の推進をお願いしたところ、今は壮年部をロジス
ティクス研究会として再構築したところであり、先ずは仲間の
結束強化から進めたいとのお話を受けたのが皆様とのお付き
合いのスタートです。 
アフターコロナの活動活性化の参考になればと思い、当時を

思い起こしますと、結束強化や活性化を目指すため、皆様と話
し合いながら各種会議の開催を増やし、各会議後には交流会
(アルコール付)を設営し、話し合いの場を増やしました。また、
委員会の増設、定期的な関東運輸局・支局との勉強会、三組織
連絡会に加え本部連絡会を始めたのもこの頃でした。他にも研
修会の開催回数を増やしフォーラムに繋げる等により活動の
活性化を目指しました。特に温故創新も海外へ広げ、テーマは
「海外で活躍した日本人・山田長政」として、アユタヤに日本
人街跡を見学、バンコクでは現地物流施設等 3 社の見学、タイ
の物流連にあたる組織との意見交換会、タイトラック協会長と
の交流会など、加えて外務省より「日・タイ修好１２０周年記
念事業」認定を受け盛りだくさんの企画で実施したことが、そ
の後の企画に影響していると思います。また、異動直前に健康
増進企画として実施し同行した富士登山は、今の自分は登れる
だろうかと毎年夏になると自問してしまいます。 
 コロナで自粛傾向であった活動も、アフターコロナを目指し
経験豊富な現体制で方向性を指し示されることと思っており
ます。 
今後もロジ研の皆様には、当時と変わらぬ熱意と探求心、向

学心を大切に、これからの東ト協を担うメンバーの組織として
活躍されることを期待するとともに、フォーラムや政策提言等
発信に繋げていただきますよう、私もその一助になるように頑
張りたいと思っておりますので、ご支援、ご鞭撻の程宜しくお
願い申し上げます。 
 

◇スケジュール《○ロジ研行事予定》   
 

○ 9/8（木） 16:00～ 正副本部長会議（東ト総合会館 6 階中会議室） 

○ 〃 17:00～ 本部連絡会（東ト総合会館 6 階中会議室） 


